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序  文 

 

フィリピンでは、旧来より多くの人々が食料を確保するため、そして自身の生計のために沿岸資源が

利用されてきました。フィリピンの国民魚であるミルクフィッシュはその中でも、大衆魚としてフィリ

ピンの食卓を潤しており、現在、養殖業も盛んに行われています。 

一方、近年は乱獲や気候変動により、養殖に必要な天然からの種苗が減少し、この種苗を他国からの

輸入に頼らざる得ない状況になっています。これらを解消するためには、自国内で安定的に人工種苗を

生産していくための取組み、そして、養殖業に従事する養魚家の生産性向上に向けた取組が求められて

います。 

 

このような状況の下、独立行政法人国際協力機構（JICA）では、フィリピン政府からの要請に応えて、

2006 年 11 月から 3年 5ヶ月の予定で「養殖普及プロジェクト」を開始し、農業省水産資源局（DA-BFAR）

国立総合水産技術開発センター（NIFTDC、パンガシナン州ダグパン市）や各地方政府と共に人工種苗生

産の安定化や養魚家への普及体制の確立への取り組みを行ってきました。 

 

今般、プロジェクトを終了するに際して、JICA はこれまでのプロジェクト活動実績・経緯の検証およ

び評価 5 項目に沿った評価を行うとともに、今後の活動に向けた教訓・提言を取りまとめることを目的

に、2010 年 2 月 8 日～2010 年 2 月 26 日の 19 日間にわたり、当機構国際協力専門員 千頭 聡を団長とす

る調査団を現地に派遣し、終了時評価を実施しました。 

 

本報告書は、本調査の結果を取りまとめたものであり、今後の協力実施に当たって広く関係者に活用

されることを願い取りまとめたものです。 

おわりに、本調査にご協力とご支援を頂いた関係者各位に心より感謝申し上げるとともに、引き続き

ご支援をお願いする次第です。 

 

2010 年 4 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

フィリピン事務所  

所長 松田 教男 
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写 真 

   

NIFTDC 初期餌料生産タンク          NIFTDC 親魚タンク 

 

   

NIFTDC 給水施設                NIFTDC 藻類培養施設 

 

   

パイロット養魚家の養殖池①           パイロット養魚家の養殖池② 

 



 
 

   

チーズカル（地元で用いられている餌料）     養魚家が手製した餌料粉砕機 

 

   

天然餌料                    天然餌料を培養している池 

 

   

ナウハンふ化場の台風被害             ナウハンふ化場の高潮被害 

（培養タンクの屋根が破壊されている）      （海岸線が施設まで迫っている） 



 
 

調査対象地域図 

 

 



 
 

略 語 表 

 

BFAR 
Bureau of Fisheries and Aquatic 

Resources 
（農業省）水産資源局 

COFBreP 
Comprehensive Outreach and Fish 

Breeding Project 
養殖普及プロジェクト 

DA Department of Agriculture 農業省 

GDP Gross Domestic Product 国内総生産 

GoP Government of the Philippines フィリピン政府 

JCC Joint Coordination Committee 合同調整委員会 

JICA Japan International Cooperation Agency （独）国際協力機構 

LRT Larval Rearing Tank 種苗育成タンク 

LGU Local Government Unit 地方自治体 

MoA Memorandum of Agreement 合意書 

NFRDI 
National Fisheries Research and 

Development Institute 
国立水産研究開発研究所 

NIFTDC 
National Integrated Fisheries 

Technology and Development Center 
国立水産技術開発センター

ODA Official Development Assistance 政府開発援助 

OJT On the Job Training 実地研修 

PBDP 
Philippine Bangus (Milkfish) 

Development Program 
ミルクフィッシュ開発計画

PDM Project Design Matrix 
プロジェクト･デザイン・マ

トリックス 

R/D Record of Discussion 討議議事録 

TWG Technical Working Group 技術作業部会 

 

 



 
 

終了時評価調査結果要約表 

 

１. 案件の概要 

国名：フィリピン 案件名：養殖普及プロジェクト 

分野：水産-水産増養殖 援助形態：技術協力  

所轄部署：フィリピン事務所 協力金額：285,000 千円 

協力期間 

（R/D）: 2006 年 11 月～2010 年 4 月 

 

 

先方関係機関：農業省水産資源局(DA-BFAR) 国立水

産技術開発センター(NIFTDC)  

日本側協力機関：特になし 

他の関連協力： 

１－１ 協力の背景と概要 

フィリピン国（以下、フィ国）は約 36,000km の海岸線を有し、約 800 の島に人口が分散している島

嶼国であり、人口は沿岸域に集中し、沿岸部住民の多くは古くから食料供給及び生計を沿岸資源に頼っ

てきた。現在、フィ国の水産業は GDP の 4％、就業人口の 5％（約 100 万人）を占める産業であり、そ

の中でも、養殖業は過去 5 年間で年間平均 10％程度の成長率を記録し、有望な産業として期待されてい

る。 

しかし、主要な養殖対象魚種の 1 つであるミルクフィッシュは、リージョンⅠ、Ⅲ、Ⅵを中心に生産

されているが、天然採苗の量には限界があり、また近年の沿岸資源の減少に伴い供給が低下している。

現在、年間 3～8億尾もの人工種苗をインドネシア及び台湾から輸入しているが、長時間輸送による種苗

の質等への影響があるためミルクフィッシュの養殖を振興する上での制約要因となっており、国内での

安定供給が望まれている。また、養殖業に従事する養魚家の多くは貧困層に属しており、生産性向上と

ともに収益向上に向けた取組が求められている。 

かかる状況の下、フィ国政府は国家ミルクフィッシュ開発計画（PBDP）を策定し、農業省水産資源局

（DA-BFAR）国立総合水産技術開発センター（NIFTDC、パンガシナン州ダグパン市）を拠点とした人工種

苗生産の安定化、及び各地域のふ化場（中央政府、地方自治体、民間が運営）を通じた養魚家への種苗

供給体制の確立を目指しており、我が国に対し、この推進に向けた技術移転を要請してきた。 

この要請に応え、2006 年 11 月より本プロジェクトが開始され、NIFTDC における技術移転、および、

ふ化場従事者、養魚家、普及員に対する各種研修が開始された。また、3カ所のプロジェクトサイト（パ

ンガシナン州（リージョン I）、パンパンガ州（リージョン III）、オリエンタル･ミンドロ州（リージョ

ン IV-B））においても、第 1 年次に実施された各サイトの社会経済調査の結果を踏まえ、養殖サイトの

水質改善や中間種苗の育成・販売の推進、養魚家の集団化等のパイロット活動が行われ、各サイトが抱

える問題の解決および養魚家の収益向上に向けた取り組みがなされてきた。 

 

１－２ 協力内容 

(1) 上位目標 

パイロットムニシパリティにおいて養魚家の生計が向上する。 



 
 

(2) プロジェクト目標 

パイロットムニシパリティにおいて養殖普及体制が機能するようになる。 

(3) 成果 

成果 1： PBDP ふ化場の種苗生産工程及び管理が改善する。 

成果 2：パイロットムニシパリティにおいて、養魚家及び普及員の養殖生産・経営に関する知識・スキ

ルが向上する。 

(4) 投入 

日本側 

専門家派遣：1）総括／普及、2）研修、3）養殖技術、4）親魚育成・産卵技術、5）餌料、6）マーケ

ティング・経営、7）モニタリング、8）資源環境調査、9）ふ化場運営強化、10）業務調整の分野で、

計 71.99 人月（2010 年 4 月末迄）。 

機材供与： 車輌 2 台、取水パイプ、計約 314 万ペソ（2010 年 4 月末迄） 

ローカルコスト負担： 1,215 万ペソ（2010 年 4 月末迄） 

カウンターパート研修：6名（インドネシア 5名、日本 1名） 

相手国側 

カウンターパート配置： 9 名（1名配置転換のため、のべ 10 名） 

事務室提供 

ローカルコスト負担： 約 2,551 万ペソ（2009 年 12 月末迄） 

２. 評価調査団の概要 

調査者 （担当分野：氏名職位） 

日本側評価団員 

総括／養殖技術：千頭聡 JICA 国際協力専門員 

協力計画：Nick Baoy JICA フィリピン事務所 インハウスコンサルタント 

評価管理：小林龍太郎（主）/ Pablo Lucero（副） JICA フィリピン事務所 所員 

評価分析：尾﨑美紀 評価コンサルタント 

フィリピン側評価団員 

総括：Ms. Ma. Theresa M. Mutia, Agricultural Center Chief III, National Fisheries Research 

and Development Institute, DA-BFAR 

養殖技術：Mr. Rene Geraldo G. Ledesma, Senior Aquaculturist, National Fisheries Research 

and Development Institute, DA-BFAR 

調査期間 2010 年 2 月 8 日～2010 年 2 月 26 日 評価種類：終了時評価 

３. 評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

(1) 成果 

成果 2項目のうち、1.「PBDP ふ化場の種苗生産工程及び管理が改善する」の指標は一部を除いて達成

され、2.「パイロットムニシパリティにおいて、養魚家及び普及員の養殖生産・経営に関する知識・ス



 
 

キルが向上する」の指標は全て達成されたことから、成果は概ね達成されたといえる。 

成果 1 に向けては、ふ化場の調査結果をもとに、種苗生産工程や体制の改善計画が策定され、NIFTDC

において実施された。この結果、初期餌料生産の安定化、取水設備の改善、ふ化場運営強化などが成功

し、ミルクフィッシュの受精卵・種苗の生産量および生残率が大きく改善された。また、ふ化場従事者

向けの技術マニュアル・研修プログラムが作成され、適宜改訂された。それらに基づき、PDBP ふ化場従

事者を対象とした研修が実施されるとともに、PBDP ふ化場情報ネットワーク会議が 2008 年以降、年に 2

回ずつ開催された。この結果、研修に参加した PDBP ふ化場の従事者のうち、稼動しているふ化場の従事

者の殆どがプロジェクトの導入した技術・知識を業務で活用した。PBDP ふ化場の中には、台風被害など

の復旧が遅れ、ミルクフィッシュの種苗生産を停止したふ化場が少なくないものの、種苗を生産してい

るふ化場では生産量が増加した。中間評価において、プロジェクト期間中に、全 PBDP ふ化場の改善を目

指すのは現実的ではないとの判断から、NIFTDC ふ化場とともにナウハンふ化場への投入の集中が提言さ

れ、ナウハンふ化場の種苗生産のためのロードマップの作成、同ふ化場従事者への OJT の実施などの活

動が行われた。その結果、同ふ化場は 2008 年から 2009 年の間に種苗の生産に成功した。ただし、同ふ

化場は 2009 年に甚大な台風被害のために操業を停止した。これにより、成果 1の指標の一部が達成でき

ないこととなった。 

成果 2 に向けては、関係者との協議を通じてパイロット地域が選定され、地域の課題に応じたパイロ

ット活動が実施されるとともに、普及員および養魚家向けの研修プログラムの策定、研修教材・技術マ

ニュアルの作成・改訂が行われ、普及員研修が 6回、養魚家研修が年 2回程度（2008 年途中までは各パ

イロット州で、以降は各パイロットムニシパリティでそれぞれ開催）実施された。この結果、研修に参

加した普及員の殆どがプロジェクトの導入した技術・知識を業務で活用し、研修に参加した全ての養魚

家の技術・知識が向上した。また、養魚家間でグッドプラクティスを共有するための意見交換会も 16 回

開催された。 

 

(2) プロジェクト目標 

プロジェクト目標の指標は概ね達成された。上述したように、NIFTDC における活動の成果により、

NIFTDC の種苗の供給量は大幅に増加し、オフシーズン期間中（7 月～2 月）の種苗生産も実現できた。

また、研修に参加した殆どの養魚家がプロジェクトの移転した技術・知識を活用しており、パイロット

活動に参加した養魚家の全てが、今後も技術・知識を活用する意思を示した。 

一部達成できなかった指標は NFTDC における受精卵の供給量であり、2006 年に較べて減少した。NFTDC

において受精卵の増産は達成したものの、供給先となるべきサテライトふ化場が台風による被害や輸入

種苗に対して価格的に競争するのが困難であったことなどから、ミルクフィッシュの種苗生産を停止し

たため、供給先が十分確保できなくなったことによる。 

 

３－２ 評価結果の要約 

(1) 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は高い。本プロジェクトは、フィリピン側の開発政策、日本の ODA 政策に整



 
 

合しており、また、社会経済調査に基づき、関係者との協議を通じて、パイロットサイト及び活動が選

定されていることから、ターゲットグループのニーズに対応している。 

(2) 有効性 

３－１に示したように、プロジェクト目標は概ね達成された。NIFTDC において、ミルクフィッシュの

受精卵と種苗の増産体制が整ったこと、パイロットムニシパリティにおいて、プロジェクトが導入した

天然餌料の活用や発酵米ぬかの餌料としての利用が認知され、研修により普及員と漁業家のスキル・知

識が向上したことなどがプロジェクト目標の達成に寄与した。成果とプロジェクト目標の一部の指標が

未達成であるが、その阻害要因は、台風被害などにより、ナウハンふ化場を含む PDBP ふ化場のいくつか

がミルクフィッシュの種苗生産を停止したことによる。 

(3) 効率性 

本プロジェクトは、概ね効率的に実施された。日本側の投入（専門家の派遣、カウンターパートの日

本国内・第三国研修、供与機材、現地業務費）は、プロジェクトの活動のために十分に活用された。NIFTDC

においては、専門家派遣、カウンターパートのフィリピン国内研修、取水パイプの供与が受精卵・種苗

生産の増産につながり、パイロットムニシパリティでのパイロット活動・研修は普及員・養魚家の知識・

スキルを向上させた。中間レビューの提言を受けた、産卵最盛期（3～4月）の日本人専門家派遣、およ

びふ化場の運営管理能力強化のための専門家の追加派遣も、効率性の向上に寄与した。遠方のパイロッ

トサイトでの活動には、移動時間と経費の負担は少なくなかったものの、カウンターパートや地方自治

体と協力して定期的なモニタリング活動を継続できており、効率性を大きく損なうには至っていない。

一方、ナウハンふ化場が 2008 年から 2009 年に種苗生産に成功していながら、2009 年後半に深刻な台風

被害により操業を停止したことは、プロジェクトの効率性を阻害する要因となった。ただし、台風によ

る深刻な被害は、外部条件と考えられる。 

(4) インパクト 

上位目標達成の見込みを判断するのは時期尚早ではあるものの、パイロットムニシパリティでの活動

の成果が養魚家の生計向上に寄与する可能性は示された。天然餌料の活用、餌料としての発酵米ぬかの

利用により、配合飼料に較べて餌料の経費が 50%程度削減可能となったことの貢献度は大きい。しかし

ながら、上位目標の達成には、将来的に受精卵・種苗を安定的に供給できるシステムと、より強固な普

及体制が必要である｡上位目標以外の正のインパクトとして、天然餌料の活用と発酵米ぬかの利用の環境

への効果についてダグパン市の地元紙にとりあげられるなどして関心が高まったこと、水質モニタリン

グ活動を通じて 3 つの地方自治体が合同水質モニタリング委員会の設立を検討しており、自主的に協同

して活動に取組むようになったことなどが挙げられる。 

(5) 自立発展性 

ミルクフィッシュ生産が今後も DA-BFAR の重点課題であり続けることから、今後も本プロジェクトに

対する DA-BFAR からの政策支援、予算割当ては大いに見込むことができる。その下部機関の NIFTDC の予

算・人員も確保される可能性が高く、また、技術移転も十分に行われていることから、今後も技術・知

識が活用されると考えられる。地方自治体に関しても、技術移転は十分に行われていると考えられるが、

予算面においては、パイロット活動拡大のための予算を確保した自治体もあるものの、多くのムニシパ



 
 

リティでは、普及活動を拡大していくには困難が伴う可能性がある。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

(1) 計画内容に関すること 

特になし。 

(2) 実施プロセスに関すること 

パイロット地域での活動において、DA-BFAR、BFAR 地域事務所、および地方自治体の養殖普及活動に

おける役割を適切に把握したことにより、スムーズな連携がとれた。また、NIFTDC のカウンターパート

やふ化場従事者ともよく連携がとれ、特にプロジェクト期間の後半は、NIFTDC 内部のチームワークも強

化された。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

(1) 計画内容に関すること 

特になし。 

(2) 実施プロセスに関すること 

プロジェクト期間中を通して、台風・洪水等の度重なる自然災害により、ふ化場施設、パイロット活

動に多大な被害を被った。 

 

３－５ 結論 

プロジェクトは、専門家と、カウンターパートをはじめとする関係者との協力によって、効果的に実

施され、プロジェクト目標を概ね達成することができた。PBDP ふ化場の稼動状況が一部指標達成の阻害

要因となったが、これには自然災害による影響が大きい。上位目標の達成には、ミルクフィッシュの受

精卵・種苗の安定的な増産と供給、および養魚家への普及活動の継続が必須である。 

 

３－６ 提言 

(1) DA-BFAR に対する提言 

1) NIFTDC 周辺地域での種苗の生産量を増やすため、NIFTDC に以下 2 点を提言する。i) リージョン I

とその周辺地域において、PDBP ふ化場の再活性化を図りサテライトシステムを再構築すること。ii) 

NIFTDC 周辺地域で、バックヤードふ化場（養魚家レベルの小規模ふ化場）システムを構築すること。

このようなシステムは、その他の中央ふ化場（受精卵を供給できるふ化場）に対しても、よいモデ

ルとなり得ると考えられる。 

2) PBDP ふ化場の多くが設備の問題、自然災害による被害などにより、種苗の生産を維持することがで

きなかった状況に鑑み、各 PDBP ふ化場のフィージビリティの再調査と、ふ化場開発計画の見直しを

提言する。 

3) ミルクフィッシュ産業の開発における課題と今後の見通しを共有する場として、ふ化場情報ネット

ワークの更なる強化が求められる。 



 
 

4) BFAR 地域事務所は、本プロジェクトが導入した活動を地方自治体が維持していく上で、技術支援と

普及活動の支援を行っていく必要がある。 

5) DA-BFAR は、地方自治体と協力して、本プロジェクトが作成した技術マニュアルと研修教材の活用

状況のモニタリング・評価を行い、必要に応じて改訂を行っていくべきである。 

6) ミルクフィッシュ生産に対する民間投資の活性化、および地方自治体における普及活動の支援のた

めに、政策的環境を整えていくことも重要である。 

(2) パイロットムニシパリティに対する提言 

養魚家のミルクフィッシュ養殖技術に関しては、十分なモニタリング活動を通じて本プロジェクト

が導入した活動を維持していくのは地方自治体の役割であると考えられる。州政府や BFAR 地域事務所

と緊密に連携し、プロジェクトが導入した活動の普及に努めることが求められる。 

 

３－７ 教訓 

(1) 自然災害の影響を受けやすいプロジェクトにおいては、自然災害で甚大な影響を受けないために、プ

ロジェクト計画の初期段階において対応策を考慮しておく必要がある。また、プロジェクト実施中に

自然災害などが発生したときは、プロジェクト計画をそれらに対応して適宜調整していく必要がある。

(2) 関係各機関の役割を把握して適切な連携をとることは、プロジェクトの遂行において非常に重要であ

ると考えられる。 

(3) パイロット地域の選択は、プロジェクト活動のモニタリングおよび諸問題に対する迅速な対応を確保

できることを考慮した上でなされるべきであり、プロジェクトの本拠地から遠い地域をパイロット地

域として選択する場合は、プロジェクト活動を円滑に遂行するための方策を考慮しておく必要がある。

(4) 集約的養殖が広く行われている地域では、養殖普及プロジェクトは環境に配慮した活動を組み込むべ

きである。 

 

３－８ フォローアップ状況 

該当なし。 
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第 1 章  終了時評価調査概要 

1-1  案件の背景 

フィリピン国（以下、フィ国）は約 36,000km の海岸線を有し、約 800 の島に人口が分散している島嶼国

であり、人口は沿岸域に集中し、沿岸部住民の多くは古くから食料供給及び生計を沿岸資源に頼ってきた。

現在、フィリピンの水産業は GDP の 4％、就業人口の 5％（約 100 万人）を占める産業であり、その中でも、

養殖業は過去 5年間で年間平均 10％程度の成長率を記録し、有望な産業として期待されている。 

しかし、主要な養殖対象魚種の 1 つであるミルクフィッシュは、リージョンⅠ、Ⅲ、Ⅵを中心に生産さ

れているが、天然採苗の量には限界があり、また近年の沿岸資源の減少に伴い供給が低下している。現在、

年間 3～8億尾もの人工種苗をインドネシア及び台湾から輸入しているが、長時間輸送による種苗の質等へ

の影響があるためミルクフィッシュの養殖を振興する上での制約要因となっており、国内での安定供給が

望まれている。また、養殖業に従事する養魚家の多くは貧困層に属しており、生産性向上とともに収益向

上に向けた取組が求められている。 

かかる状況の下、フィ国政府は国家ミルクフィッシュ開発計画（PBDP）を策定し、農業省水産資源局

（DA-BFAR）国立総合水産技術開発センター（NIFTDC、パンガシナン州ダグパン市）を拠点とした人工種苗

生産の安定化、および各地域のふ化場（中央政府、地方自治体、民間が運営）を通じた養魚家への種苗供

給体制の確立を目指しており、我が国に対し、この推進に向けた技術移転を要請してきた。 

この要請に応え、2006 年 11 月より本プロジェクトが開始され、NIFTDC における技術移転、および、ふ

化場従事者、養魚家、普及員に対する各種研修が開始された。また、3 カ所のプロジェクトサイト（パン

ガシナン州（リージョン I）、パンパンガ州（リージョン III）、オリエンタル･ミンドロ州（リージョン IV-B））

においても、第 1 年次に実施された各サイトの社会経済調査の結果を踏まえ、養殖サイトの水質改善や中

間種苗の育成・販売の推進、養魚家の集団化等のパイロット活動が行われ、各サイトが抱える問題の解決

および養魚家の収益向上に向けた取り組みがなされてきた。 

 

1-2  調査団派遣の目的 

今回の終了時評価調査は、2010 年 4 月の協力終了を控え、これまでのプロジェクト活動実績、その成果

及び目標達成度を評価・確認することを目的とした。また、今後のプロジェクト活動に対する提言及び今

後の類似事業にあたっての教訓を導くことを目的として終了時評価を実施することとした。 

 

1-3  調査日程、スケジュール 

 

2010 年 2 月 8 日～2010 年 2 月 26 日 
    総括/協力企画団員 評価管理団員 評価分析団員 

2/7 日     マニラ到着 

2/8 月 

  午前：JICA 事務所打合せ 

午後：マニラ→ダグパン 

夕方：専門家打合せ 

午前：JICA 事務所打合せ 

午後：マニラ→ダグパン 

夕方：専門家打合せ 

2/9 火 

  午前：NIFTDC 打合せ・センター施設

視察 

午後：C/P から聞き取り  

午前：NIFTDC 打合せ・センター施

設視察 

午後：C/P から聞き取り  

2/10 水   終日:パンガシナンサイト現地調査 終日:パンガシナンサイト現地調査

2/11 木 

  午前:ダグパン→パンパンガ 

午後:パンパンガ州サイト現地調査

   パンパンガ→マニラ 

午前:ダグパン→パンパンガ 

午後:パンパンガ州サイト現地調査

2/12 金     終日:パンパンガ州サイト現地調査

2/13 土 
    午前:パンパンガ→マニラ 

午後:評価表作成 

2/14 日     終日:評価表作成 
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2/15 月 

午前：成田→マニラ 

午後：事務所打合せ BFAR 表敬 

午前:関係機関(BFAR 等)から聞き取

り 

午後:事務所打合せ BAFAR 表敬 

午前:関係機関(BFAR 等)から聞き

取り 

午後:事務所打合せ(以下総括団員

に同じ) BAFAR 表敬 

2/16 火 
午前：マニラ→ミンドロ 

午後：ミンドロサイト現地調査 

午前：マニラ→ミンドロ 

午後：ミンドロサイト現地調査 

午前：マニラ→ミンドロ 

午後：ミンドロサイト現地調査 

2/17 水 
終日:ミンドロサイト現地調査 

   ミンドロ→マニラ 

終日:ミンドロサイト現地調査 

   ミンドロ→マニラ 

終日:ミンドロサイト現地調査 

   ミンドロ→マニラ 

2/18 木 
午前：BFAR での協議 

午後：マニラ→ダグパン 

午前：BFAR での協議 午前：BFAR での協議 

午後：マニラ→ダグパン 

2/19 金 

午前：専門家・カウンターパート

聞き取り 

午後：P/J 側との評価結果共有 

  午前：専門家・カウンターパート聞

き取り 

午後：P/J 側との評価結果共有 

2/20 土 評価報告書執筆   評価報告書執筆 

2/21 日 評価報告書執筆  午後：マニラ→ダグパン 評価報告書執筆 

2/22 月 評価報告書 協議 評価報告書協議 評価報告書 協議 

2/23 火 評価報告書 協議 評価報告書 協議 評価報告書 協議 

2/24 水 
午前：ダグパン→マニラ 

午後：ミニッツ協議 

午前：ダグパン→マニラ 

午後：ミニッツ協議 

午前：ダグパン→マニラ 

午後：ミニッツ協議 

2/25 木 ミニッツ協議 ミニッツ協議 ミニッツ協議 

2/26 金 JCC、M/D 署名 JCC、M/D 署名 JCC、M/D 署名 

2/27 土 帰国   帰国 

 

1-4  団員構成 

日本側 

千頭聡(総括／養殖技術) JICA 国際協力専門員 

尾﨑美紀(評価分析) 評価コンサルタント 

小林龍太郎（主）/ 

Pablo Lucero（副）(評価管理) 
JICA フィリピン事務所 所員 

Mr. Nick Baoy(協力計画) JICA フィリピン事務所 インハウスコンサルタント 

 

フィリピン側 

Ms. Ma. Theresa M. Mutia 

(Team Leader) 

Agricultural Center Chief III 

National Fisheries Research and Development Institute, DA-BFAR 

Mr. Rene Geraldo G. Ledesma 

(Aquaculture Technology) 

Senior Aquaculturist 

National Fisheries Research and Development Institute, DA-BFAR 

 

1-5  評価手法 

項目 手順 

事前準備 

投入実績に関する情報収集 
これまでのプロジェクト期間における投入・活動の整理、活動の進捗状

況の把握を行う。 

評価デザイン作成および現地

調査計画の作成 
評価グリッド、質問票を作成し、調査項目・情報収集方法を決定する。

活動実績・成果の取りまとめ 
PDM に沿って成果ごとに活動実績を取りまとめる。プロジェクト作成の

事前資料を分析し、成果の達成状況を整理する。 

現地調査 

活動実績・成果の確認（関係者

へのインタビュー、サイト視察

事前に収集された情報に加え、関係者インタビュー、質問票回収、現場

視察を通して活動実績と達成状況を取りまとめる。 
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調査など）収集データの分析 

合同評価報告書の作成 

日比双方の合同評価団員により事前資料および現地で確認された実

績・成果を取りまとめ、評価 5項目による評価を実施する。また、成果

達成の促進要因、阻害要因を分析し、提言とともに合同評価報告書（英

文）にまとめる。報告書の内容については、調査団の日比双方総括によ

って相互に確認し、ミニッツの形式で署名する。 

合同調整委員会（JCC）での報

告 

合同評価結果を報告し、評価内容について合意を得る。合同調整委員会

からのコメントに応じた報告書の修正はせずに、コメントは JCC の議事

録（ミニッツ）として記録する。 

帰国後 

帰国報告会の開催 現地調査結果を JICA 関係部、外務省、農林水産省へ報告する。 

終了時評価報告書の作成 調査報告書を作成する。 

 

1-6  主要面談者 

＜農業省水産資源局：DA-BFAR＞ 

Atty. Malcolm I. Sarmiento, Jr.  Director 

Atty Benjamin Tabios   Assistant Director 

Mr. Gil Adora    Assistant Director 

 

＜BFAR 地域事務所＞ 

BFAR Region III 事務所 

Ms. Remedios E. Ongtanco Regional Director 

Mr. Michael C. Cano  Fisheries Extension Training Communication Division (FETCD) 

 

BFAR Region IV-B 事務所 

Mr. Emmanuel Asis  Acting Regional Director 

Mr. Roberto Abrera  Assistant Regional Director 

Ms. Cirila Perez                Division Chief, Education, Training and Communications Division 

 

＜国立総合水産技術開発センター：NIFTDC＞ 

Dr. Westly R. Rosario  Project Director 

Engr. Enrique B. Marquez Project Manager 

Ms. Cordelia B. Nipales  Counterpart staff 

Ms. Editha C. Roxas  Counterpart staff 

Mr. Racquel A. Ferrer  Counterpart staff 

Mr. Roberto S. Bravo  Counterpart staff 

Mr. Angelito Dela Cruz  Counterpart staff 

Mr. Regino R. Regpala  Counterpart staff 

Mr. Jose B. Gamboa III  Counterpart staff 

 

＜パイロット・サイト＞ 

パンガシナン州 

Municipality of Bani 

Ms. Gloria Glkor  Municipal Agricultural Officer 

Ms Eufemia R. Rarang  Extension Worker, Municipal Agriculture Office 

Mr. Omar Cortez   Pilot fish farmer 

Mr. Jeff Lin   民間ふ化場経営者 

Municipality of Lingayen 
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Mr. Orlando Bartolome  Vice Mayor, Pilot fish farmer 

Ms. Charito Fernandez  Extension Worker, Municipal Agriculture Office 

Municipality of Binmaley 

Mr. Fernando Ferrer  Municipal Agricultural Officer 

Mr. Luis Fernandez  Extension Worker, Municipal Agricultural Office 

Mr. Salvador Manaois  Pilot fish farmer 

Dagupan city 

Ms. Emma Molina   City Agricultural Officer 

Mr. Jess Paras   Pilot fish farmer 

パンパンガ州 

Ms. Crispin Guintu  Provincial Agriculturist 

Ms. Ermelinda U. Tan  Extension Officer, Provincial Agricultural Office 

Municipality of Libao 

Mr. Perry R. Roque  Extension Worker, Municipal Agricultural Office 

Municipality of Sasmuan 

Ms. Ranela Sarmiento   Extension Worker, Municipal Agriculture Office 

Municipality of Minalin 

Mr. Dole Perez   Pilot fish farmer 

Municipality of Macabebe 

Mr. Leodegario Dagdag  Municipal Agriculturist 

Ms. Ma. Nerissa Laquindan Extension Worker, Municipal Agriculture Office 

Municipality of Masantol 

Mr. Edgardo Pineda  Municipal Agricultural Officer 

Ms. Consolacion Miranda  Extension Worker, Municipal Agriculture Office 

オリエンタル・ミンドロ州 

Mr. Vivencio Valdez  Provincial Agriculturist 

Municipality of Naujan 

Mr. Ely Vargas   Municipal Agricultural Officer 

Ms. Marilyn Asinas  Extension Worker, Municipal Agriculture Office 

Mr. Sharry Asedillo  Pilot fish farmer 

ナウハンふ化場 

Ms. Jeanette Raneses  Center Chief 

Municipality of Bongabong 

Mr. Demetrio Castro  Municipal Agricultural Officer 

Mr. Pepito Ibabao らのグループ Pilot fish farmers 

Ms. Nora Pelobello らのグループ Pilot fish farmers（食品加工の女性グループ） 

 

＜専門家チーム＞ 

北窓 時男 専門家（総括／普及） 

佐々木 孝夫 専門家（親魚育成・産卵技術／餌料・モニタリング） 

北川 高司 専門家（研修／餌料） 

都築 昌子 専門家（ふ化場チームビルディング・業務調整） 

 

＜JICA 事務所＞ 

岩上 憲三 JICA フィリピン事務所 次長 
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第 2 章  プロジェクトの活動実績 

2-1  投入 
 
＜日本側投入＞ 

(1) 専門家派遣 

1) 総括／普及、2) 研修、3) 養殖技術、4) 親魚育成・産卵技術、5) 餌料、6) マーケティング・経

営、7) モニタリング、8) 資源環境調査、9) ふ化場運営強化、10) 業務調整の分野で、専門家が派遣さ

れた。2010 年4 月末迄の投入は、計 71.99人月である。詳細は付属資料（合同評価報告書Annex 2）参

照。 

 

(2) 機材供与 

フィリピン側の要請により、車輌2 台（バン、ピックアップ）、取水パイプ、計約314 万ペソ分の機材

が供与された。車輌のうち一台の状態は良好で、プロジェクト活動に十分に活用された。もう一台もプ

ロジェクト活動に十分に活用されていたが、事故により2010年2月現在、修理中である。取水パイプの状

態は良好で、プロジェクト活動に十分に活用された。 

 

表 1: 供与機材一覧 

機材 数量 価格 状態 

バン (Mitsubishi L-300 VERSA VAN) 1 台 Php 779,000.00 十分活用された（現在修理中）

ピックアップ (Isuzu D-MAX)  1 台 Php 1,600,000.00 良好・十分活用された 

取水パイプ 1 セット Php 758,170.00 良好・十分活用された 

 

(3)日本国内及び第三国研修 

5名の研修員（カウンターパート2名、NIFTDC ふ化場技術者（非正規契約職員）3名）がインドネシア

Gondol Research Institute for Mariculture での研修に参加した（2007年11月6～30日）。カウンター

パート1 名が日本の水産大学校（下関）での研修に参加した（2008年8月18日～9月23日）。詳細は付属資

料（合同評価報告書Annex 3）参照。 

 

(4)現地業務費 

2010年4月末迄の負担額は、約1,200万ペソになる予定である。詳細は付属資料（合同評価報告書Annex 

4 (1)）参照。  

 

＜フィリピン側投入＞ 

(1) カウンターパートの配置 

NIFTDC から、プロジェクト・ダイレクター、プロジェクト・マネージャー、専門技術者を含め、計

10 名がカウンターパートとして配置され、プロジェクト活動に参加した。詳細は付属資料（合同評価

報告書 Annex 5）参照。また、約 20 名の非正規契約職員（Job Order）が NIFTDC ふ化場の運営に従事

し、プロジェクトに参加した。 

 

(2) 予算措置 

フィリピン側は、NIFTDC ふ化場の運営、ナウハンふ化場の改善、パイロット活動および研修プログラ

ム等に、2009 年 12 月末までに約 260 万ペソを負担した。詳細は付属資料（合同評価報告書 Annex 4 (2)）

参照。 

 

(3) 土地・建物・設備の提供 

フィリピン側は、プロジェクトで使用する土地・事務室・設備などを提供した。 
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2-2  活動の達成状況 
 
プロジェクト活動の達成状況を以下に示す（PDM version 3 に準拠。PDM の詳細は付属資料（合同評価

報告書 Annex 1）参照）。 

 

 

表 2: 活動の達成状況（2010 年 2 月時点） 

 活動 主な活動の実施内容 達成状況 

成果 1に向けた活動 

1.

1 

種苗生産工程や体制をレビ

ューし、種苗生産の現状と課

題を明らかにする。 

- PBDP に含まれている 17 のふ化場の設備内容・技術レベ

ルの把握・種苗生産工程や体制のレビューにより、種苗

生産の現状と課題を明らかにした。 

- 報告書「養殖業の現状と課題に関する調査」「Milkfish 

Hatchery Survey Team Report」「Report on Wild Fry 

Component 」「Report on Imported Fry Structure」を

作成。 

完了 

1.

2 

種苗生産工程及びふ化場運

営の改善手法・計画（モチベ

ーション向上やチームビル

ディングなど）をとりまと

め、NIFTDC にて実施する。 

- PDBP ふ化場において安定的に種苗を生産し、健全なふ

化場経営を行う方策を検討、改善計画を策定してNIFTDC

で実施。 

- 培養室・ナンノ培養工程・ワムシ培養工程・幼生飼育管

理・親魚育成管理の改良。取水設備の改良。 

- 中間レビュー以後、専門家を追加してふ化場運営強化。

- 中間レビュー以後、産卵時期に専門家派遣。 

完了 

1.

3 

ふ化場従事者向けの技術マ

ニュアルおよび研修プログ

ラムを作成・改訂する。 

- 既存研修のレビュー、研修プログラム案の策定（2007

年）。 

- 第 2年次実施の研修結果に基づき研修プログラムの改

訂（2008 年）。 

- 改訂された研修プログラムに基づき、研修教材の作成・

配布（2007 年）。研修教材は研修実施毎に改訂。 

- 技術マニュアルの作成・配布(2007 年)、改訂(2008 年)。

完了 

- 技術マニュアルの更なる改訂版を 2010 年 3 月に配布予

定。 

2010 年 3 月

完了予定 

1.

4 

ふ化場従事者を対象とした

研修を実施する。 

- ふ化場従事者を対象とした研修を 5回実施。ナウハンふ

化場向けに 1ヶ月研修を実施。合計 17 のふ化場から 50

名の研修員が参加。 

（詳細は付属資料（合同評価報告書 Annex 6）参照） 

完了 

1.

5 

PBDP ふ化場を訪問し、アドバ

イス等を行う。 

- ナウハンふ化場訪問、種苗生産のためのロードマップ作

成、ナウハンふ化場のスタッフ 2名を NIFTDC に招聘し、

OJT を実施。 

注記：中間レビューでの提言により、PBDP の中でもナ

ウハンふ化場に活動を集中させたが、ナウハンふ化場は

2009 年に台風による深刻な被害のため、操業を停止し

た。 

完了 
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 活動 主な活動の実施内容 達成状況 

1.

6 

PBDP ふ化場従事者間での種

苗に関する情報ネットワー

クの構築を支援する。 

- PBDPふ化場間での情報ネットワーク構築の原案を作成。

- PBDP ふ化場情報ネットワーク会議を 2008 年と 2009 年

に 2回ずつ実施。 

 

完了 

成果 2に向けた活動 

2.

1 

養魚家の社会経済・経営状況

と課題を明らかにする。 

- 養殖業に関する社会経済調査を実施、種苗の需給状況・

水産物流通状況・養魚家の社会経済状況などを調査。 

- パイロットサイトのベースライン調査実施。 

完了 

2.

2 

関係者との協議を通じて、本

案件での重点課題及びパイ

ロット地域を選定し、活動を

実施する。 

- BFAR 地域事務所、州農業事務所との協議を通じて候補

ムニシパリティを選定。LGU 普及員、養魚家、バランガ

イキャプテンの参加によるワークショップ開催。 

- カウンターパートとの協議により、パンガシナン、パン

パンガ、オリエンタル・ミンドロの各州からパイロット

ムニシパリティを選定。 

- カウンターパート・普及員と協力して、各パイロットム

ニシパリティで継続して活動のモニタリングを実施し、

提案・助言を行った。 

（詳細は付属資料（合同評価報告書 Annex 7）参照） 

完了 

2.

3 

既存の研修及び普及プログ

ラムをレビューした上で、必

要な改訂を行い、研修及び普

及プログラムを策定する。 

- 養魚家、普及員を対象とした既存の研修プログラム内容

と実施方法をレビューし、研修プログラム案を策定。 

- パイロット活動を普及ツールとして、普及員と養魚家の

能力を高め、信頼関係を築くための普及プログラム案を

策定。 

完了 

- 研修・普及プログラムは 2010 年 3 月に改訂予定。 
2010 年 3 月

完了予定 

2.

4 

普及員と養魚家向けの研修

教材と技術マニュアルの作

成または改訂を行う。 

- 普及員と養魚家向けの研修教材の作成・配布。 

- 普及員および養魚家研修およびパイロット活動の成果

を踏まえ、技術マニュアル（養殖技術・経営）を作成、

配布。 

- 研修教材・技術マニュアルの改訂。 

完了 

- 研修教材・技術マニュアルの更なる改訂版を 2010 年 4

月に配布予定。 

2010 年 4 月

完了予定 

2.

5 

普及員と養魚家に対する研

修を実施する。 

- プロビンスレベルでの養魚家研修実施、その後、受講者

数を増やすため、ムニシパリティレベルで研修実施。 

- 普及員研修実施（技術、コミュニケーション能力）。 

- 研修結果をふまえ、研修プログラムを改定。 

（詳細は付属資料（合同評価報告書 Annex 8、9）参照）

完了 

2.

6 

養魚家が情報交換やグッド

プラクティスを共有するた

めの会合開催を支援する。 

- パイロット活動を実施しているほとんどのムニシパリ

ティで、養魚家意見交換会を計 16 回実施。 

（詳細は付属資料（合同評価報告書 Annex 10）参照） 

- 広報活動として、ニュースレターの発行（１～5号）、

プロジェクトホームページ立ち上げ。 

完了 
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2-3  成果の達成状況 

現 PDM（version 3）に示された指標に基づいた成果の達成状況は、以下に示す表 3、表 4の通りである。 

 

成果１: PBDP ふ化場において種苗生産工程および運営管理が改善される。 

 

表 3: 成果１の達成状況 

指標 達成状況 

1-1  

稼動している PBDP ふ化場従事者で、プ

ロジェクトが実施した研修に参加し

た、または技術マニュアルを受領した

ふ化場従事者のうち、70%がプロジェク

トが教示した技術・知識をふ化場業務

で適用する。 

- ふ化場従事者を対象とした研修を 5回実施。ナウハンふ化場向

けに 1ヶ月研修を実施。合計 17 のふ化場から 50 名の研修員が

参加。 

- プロジェクトが 2009 年 12 月から 2010 年 1月に実施したアンケ

ート調査によると、研修参加者の 88%（50 人中 44 人）が技術・

知識を適用した。（適用していない 6人のうち、5人はふ化場が

稼動していないため適用不可、1人は研修修了せず） 

1-2 

PBDP ふ化場情報ネットワーク会議が

少なくとも年に一度開催される。 

- PBDP ふ化場情報ネットワーク会議は、2008 年（7月、11 月）と

2009 年（4月、7月）にそれぞれ 2回ずつ開催された。 

1-3 

NIFTDC において、プロジェクトの開始

前に較べて、ミルクフィッシュの受精

卵・種苗の生産量および生残率が向上

する。 

- NIFTDC において、ミルクフィッシュの受精卵・種苗の生産量お

よび生残率はそれぞれ以下のように向上した。 

 2006 2007 2008 2009  

受精卵生産量 43,224,600 49,461,200 112,445,000 115,983,000

種苗生産量 2,070,000 2,699,600 4,204,700 12,858,650

生残率(%) 4.9 5.6 7.9 17.2

（詳細は付属資料（合同評価報告書 Annex 11 (1)(2)）参照） 

1-4 

ナウハンふ化場で種苗が生産される。 

- ナウハンふ化場で、2008 年から 2009 年の間に、NIFTDC が提供

した受精卵から 248,582 の種苗が生産された。 

（詳細は付属資料（合同評価報告書 Annex 12）参照） 

注記：ナウハンふ化場は 2009 年に台風による深刻な被害のため、

操業を停止した。 

 

成果 1の指標は、表 3に示したとおり、概ね達成された。NIFTDC においては、受精卵・種苗の生産量

および生残率は大きく向上しており、種苗生産工程および運営管理が改善されたといえる。この成果に

は、初期餌料生産の安定化、取水設備の改善、ふ化場運営の強化などが寄与している。 

ナウハンふ化場においては、2008 年と 2009 年に種苗の生産が実現したものの、その後 2009 年に台風

により深刻な被害を受けたため、操業を停止した。これは、プロジェクトでコントロールできない要因

であったといえる。 

なお、指標には含まれていないが、その他のいくつかの PBDP ふ化場においても、研修の成果により、

種苗の生産量が伸びている。 
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成果 2: パイロットムニシパリティにおいて、養魚家の養殖生産・経営に関する知識・スキルが向上する。 

 

表 4 : 成果 2の達成状況 

指標 達成状況 

2-1 

プロジェクトが実施した研修に参加し

た、または技術マニュアルを受領した

普及員のうち、70%がプロジェクトが教

示した技術・知識を業務で適用する。 

- プロジェクトが 2009 年 12 月から 2010 年 1月に実施したアンケ

ート調査によると、研修参加者の 98 %（35 人中 34 人）が技術・

知識を適用した。（1人は、海外移住のため回答なし） 

（研修の詳細は付属資料（合同評価報告書 Annex 8）参照） 

2-2 

プロジェクトが実施した研修に参加し

た養魚家のうち、80%が技術・知識が向

上したと認める。 

- 研修時に実施した研修参加者の自己評価によると、全員が技

術・知識が向上したと回答した。（例：2009 年の 1回目の研修

では、5段階評価において研修前後の平均値1.3から3.0に向上）

（研修の詳細は付属資料（合同評価報告書 Annex 9）参照） 

2-3 

パイロット活動で実践されたグッドプ

ラクティスを共有するため、養魚家の

意見交換会が開催される。（グッドプラ

クティス毎に最低 1回） 

- 12のパイロットムニシパリティで計16回養魚家の意見交換会が

開催され、発酵米ぬかの餌料としての利用などのグッドプラク

ティスが共有された。 

 

成果 2 の指標は、表 4 に示したとおり、全て達成された。プロジェクトが実施した研修により、参加

した殆どの養魚家が知識・技術が向上したと回答しており、普及員の殆どがプロジェクトで得た知識・

技術を適用している。 

 

2-4  プロジェクト目標の達成状況 

現 PDM（version 3）に示された指標に基づいたプロジェクト目標の達成状況は、以下に示す表 5 の

通りである。 

 

プロジェクト目標: パイロットムニシパリティにおいて養殖普及体制が機能するようになる。 

 

表 5:プロジェクト目標の達成状況 

指標 達成状況 

1. NIFTDC において、プロジェクトの

開始前に較べて、ミルクフィッシ

ュの受精卵・種苗の供給量が増加

する。 

- NIFTDC において、以下に示すように、ミルクフィッシュの

受精卵の供給量は減少し、種苗の供給量は増加した。 

 2006 2007 2008 2009  

受精卵供給量 27,457,000 1,215,000 440,000 1,600,000

種苗供給量 2,070,000 2,699,600 4,204,700 12,858,650

（詳細は付属資料（合同評価報告書 Annex 11 (3)）参照）

2. NIFTDC において、毎年オフシーズ

ン期間中（7月～2月）に種苗が生

産される。 

- NIFTDC において、2006 年から 2009 年にかけて、毎年オフ

シーズン中（7月～2月）に種苗が生産された。 

（詳細は付属資料（合同評価報告書 Annex 11 (2)）参照）

3. プロジェクトが実施した研修に参

加したパイロット養魚家以外の養

魚家のうち、50%がプロジェクトが

教示した技術・知識を適用する。 

- プロジェクトが 2009 年 12 月から 2010 年 1月に実施したア

ンケート調査によると、研修参加者の 94 %（160 人中 171

人）が技術・知識を適用した。（適用しなかった 11 人の理

由は、養殖を行っていない、養殖池を持っていないなど） 
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指標 達成状況 

4. パイロット養魚家のうち、70%がプ

ロジェクトが教示した技術・知識

を適用し続ける。 

- プロジェクトで実施したモニタリング調査によると、80 % 

(20 人中 16 人)の養魚家がプロジェクトが教示した技術・知

識を適用し続けると回答した。(適用し続けない 4人の理由

は、養殖業以外の仕事で忙しくなったなど) 

 

プロジェクト目標の指標は、表 5に示したとおり、概ね達成された。 

成果の達成状況で既述したように、プロジェクト活動により、NIFTDC において受精卵・種苗ともに生

産量が伸びた。NIFTDC 種苗の供給量については、生産量の増加に伴って増加したものの、受精卵の供給

量は、2006 年と較べると減少した。これは、NIFTDC が受精卵を供給していたサテライトふ化場が台風に

よって被害を受け、復旧が進まなかったことや、民間ふ化場が輸入種苗の価格に競合できずにミルクフ

ィッシュから他魚種へ転換したことなどにより、受精卵の供給先が十分に確保できなかったためである。 

NIFTDC においては、オフシーズン期間中（7 月～2 月）の種苗生産量も増加した。2009 年のオフシー

ズン期間中の種苗生産量は、2006 年に較べて約 12 倍となった。7 月から 2 月のうち、7 月から 11 月、

および 2月に種苗の生産が実現した。 

パイロットムニシパリティで実施された研修には、パイロット養魚家以外の養魚家も多数参加し、研

修参加者の殆どがプロジェクトで教示された技術・知識を適用した。評価チームの調査においても、面

談した普及員およびパイロット養魚家の全員が、プロジェクトで教示された技術・知識を高く評価して

いた。特に評価が高かったのは、天然餌料の活用と配合餌料の代替餌料としての発酵米ぬかの利用（こ

れにより、餌料経費の削減が可能であり、環境への負荷も軽減される）、養魚家への記帳の奨励（養魚家

の収益の把握や管理に役立つ）などであった。また、評価チームが面談したパイロット養魚家の全員が、

プロジェクトで得た知識や技術の適用を今後も継続すると回答している。 

 

第 3 章  実施プロセス 

3-1  プロジェクト実施体制 

プロジェクト実施体制は計画通り機能したといえる。 

 

プロジェクトのモニタリング・管理体制としては、合同調整委員会（JCC）の会合が年に一度開催され、

実施されたプロジェクト活動の報告および今後の活動計画の承認が行われた。また、技術委員会（TWG）

の会合が計 6回開催され、技術的な課題について協議された。 

 

表 6: 合同調整委員会（JCC）および技術委員会（TWG） 

 開催日 出席者数 

合同調整委員会（JCC） 2006 年 11 月 27 日 29 

2007 年 3 月 5 日 42 

2008 年 6 月 26 日 23 

2009 年 11 月 18 日 33 

2010 年 2 月 26 日 - 

技術委員会（TWG） 2006 年 11 月 21 日 14 

2007 年 5 月 11 日 24 

2007 年 9 月 27 日 32 

2009 年 11 月 28 日 32 

2009 年 4 月 23 日 32 

2009 年 8 月 10 日 27 
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プロジェクト活動には、適切な専門家及びカウンターパートが配置され、協調して活動を行う体制が

とられた（詳細は、付属資料（合同評価報告書 Annex 13）参照）。パイロット活動実施にあたっては、

実施前にプロジェクトチーム、パイロットムニシパリティ、パイロット養魚家の間で合意書（MoA）が交

わされた。この合意書に基づき、パイロットムニシパリティの普及員が活動に参加した。パイロットム

ニシパリティでのプロジェクト活動のモニタリングは、日本人専門家と NIFTDC のカウンターパートが月

に 2回パイロット養魚家を訪ね、普及員と協力して行った。 

また、日本人専門家が半年に一度進捗報告書を作成し、カウンターパートと共有した。 

 

3-2  フィリピン側のコミットメント 

NIFTDC のカウンターパートは、本プロジェクト専従ではないが、他業務にも従事しながらも、プロ

ジェクト活動には積極的に参加したといえる｡地方自治体は、十分とはいえない予算・人的資源の中で、

プロジェクト活動には協力的であった。 

 

3-3  コミュニケーション・情報共有 

日本人専門家、NIFTDC のカウンターパートおよび NIFTDC ふ化場従事者の間でのコミュニケーション

は円滑であったといえる。また、中間レビューの提言を受けて NIFTDC ふ化場におけるチームビルディン

グ活動を行ったことから、NIFTDC ふ化場従事者間のチームワークと情報共有が強化された。さらには、

パイロット活動における NIFTDC のカウンターパート・地方自治体の普及員・養魚家の間のコミュニケー

ションも円滑であったといえる。また、NIFTDC と PBDP ふ化場の間での情報共有も適宜行われた。 

BFAR 地域事務所との情報共有の例としては、中間評価の提言を受け、BFAR リージョン III 事務所のプ

ロジェクト活動への関与・情報共有が強化されたことが挙げられる。これにより、BFAR 地域事務所のプ

ロジェクト活動に対する関心が大きく高まった。 

 

3-4  プロジェクト実施に影響を与えた要因 

プロジェクト実施期間中をとおして、台風、高潮等、度重なる自然災害に見舞われ、プロジェクト活

動に影響を及ぼした。以下に、プロジェクトに影響を与えた主な台風の一覧を示す。 

 

表 7: プロジェクト実施期間中の主な台風被害 

日付 台風名 被害状況 

2007 年 11 月 20 日 Yoyoy ボンガボン（オリエンタル・ミンドロ）を直撃。パイロット活動の
グループ池の堤防 8か所が崩壊、飼育中の種苗の多くが流失。 

2008 年 5 月 15 日 Cosme ダグパン市（パンガシナン）を直撃。NIFTDC の設備に甚大な損害。
1カ月間停電し、普及員研修、ふ化場研修が延期された。 

2009 年 6 月 23 日 Dante ナウハン（オリエンタル・ミンドロ）を直撃。ナウハンふ化場の設
備に甚大な被害を受け、ナウハンふ化場は操業停止となった。 

2009 年 7 月 11 日 Emong バニ（パンパンガ）に甚大な被害。養魚家研修が中止された。 

2009 年 7 月 16 日 Feria ダグパン市（パンガシナン）を直撃。約 2週間、親魚の産卵が止ま
った。 

2009 年 9 月 13 日 Ondoy パンパンガの沿岸地方に甚大な被害。パンパンガのプロジェクトパ
イロットサイトの一部に被害が発生。 

2009 年 9 月 26 日 Pepeng ダグパン市（パンガシナン）の市街地が水没。ダグパン市のパイロ
ットサイトで飼育中の中間種苗 5万尾が流失。ミルクフィッシュ価
格が暴落。 
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第 4 章  評価 5 項目による評価 

4-1  妥当性 

プロジェクトの妥当性は、フィリピン側の政策、日本の ODA 政策、ターゲットグループのニーズと整

合しており、高いといえる｡ 

フィリピン政府は、ミルクフィッシュ生産を含む水産業の促進を主要な戦略のひとつとしており、本

プロジェクトと整合する。DA-BFAR が発行した"The Comprehensive National Fisheries Industry 

Development Plan” においても、ミルクフィッシュ養殖を重点項目として挙げている。また、評価チ

ームが実施した DA-BFAR との面談においても、ミルクフィッシュはフィリピンにおいて優先度の最も高

い生産物のひとつであり、今後もミルクフィッシュ生産を重要な産業として振興していくことが言及さ

れた。 

日本政府の対フィリピン国別援助計画（2008 年改定）においては、貧困緩和が重点分野のひとつと

して挙げられており、プロジェクト目標を通じて、上位目標である養魚家の生計向上を目指すことは、

これに貢献すると考えられる。 

生計向上の手段として養魚家の養殖に関する知識と能力を向上させることは、ターゲットグループの

ニーズにも合致しており、また、ベースライン調査に基づき、プロジェクトの実施州であるパンガシナ

ン、パンパンガ、オリエンタル・ミンドロにおいて、地域ごとのニーズにあわせたパイロット活動が実

施された。 

 

4-2  有効性 

既述のように、プロジェクト目標は概ね達成された。NIFTDC におけるミルクフィッシュの受精卵と種

苗の増産、パイロットムニシパリティにおける普及員と漁業家のミルクフィッシュ養殖に関する知識・

能力の向上がプロジェクト目標の達成に寄与した。 

プロジェクト目標の指標のひとつである NIFTDC の受精卵の供給量については、受精卵の生産量の増加

は実現できたため、供給先を十分に確保できれば達成できると考えられる。 
 

4-3  効率性 

プロジェクトは、概ね効率的に実施されたといえる。 

プロジェクトによる投入は、概ね十分であり、アウトプット算出のために効率的に活用された。日本

側からの投入である専門家の派遣、カウンターパートの日本国内・第三国研修、供与機材、現地業務費

は、プロジェクトの活動のために十分に活用された。6インチパイプの供与によって NIFTDC の取水設備

が改善されたことで、安定した取水が可能となり、種苗の生産量増加に寄与した。また、中間レビュー

の提言を受けて、ミルクフィッシュの産卵の最盛期に専門家を派遣できるようにしたことや、ふ化場運

営強化の専門家を派遣したことも、NIFTDC のカウンターパートの協力と相まって、アウトプットの達成

に貢献した。 

オリエンタル・ミンドロのようなプロジェクトの本拠地であるダグパン市から遠い地域に対しては、

モニタリング活動にかかる移動時間と経費の負担は少なくなかったものの、カウンターパートや地方自

治体の普及員と協力して定期的なモニタリング活動を継続できており、効率性を大きく損なうには至っ

ていない。 

一方、2009 年にオリエンタル・ミンドロを襲った台風により、ナウハンふ化場が深刻な被害を受け、

操業を停止した。これは、プロジェクトの効率性を阻害する外部条件と考えられる。 

 

4-4  インパクト 

(1) 上位目標達成の見込み 

上位目標達成の見込みを現時点で判断するのは時期尚早であるが、パイロットムニシパリティでの活

動の成果により、上位目標である養魚家の生計向上に寄与する可能性は示された。たとえば、プロジェ

クトが導入した天然餌料の有効活用と、配合飼料の代替餌料としての発酵米ぬかの利用により、餌料の

経費が約 50%削減できることが実証されたことの貢献度は大きい。このことにより、ミルクフィッシュ

養殖における収益性の向上が見込まれ、ひいては、養魚家の生計向上にも寄与するものと考えられる。
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しかしながら、プロジェクトの成果をより強く上位目標の達成に結び付けるには、NIFTDC における受精

卵・種苗の安定生産の維持や、受精卵・種苗の供給システム、BFAR 地域事務所や地方自治体と協調した

普及体制を将来的により強固にしてゆくといった取組みが必要である。また、オリエンタル・ミンドロ

のような遠隔地のパイロットムニシパリティでは、DA-BFAR、NIFTDC、および地方自治体が協力して、養

魚家に種苗が適切に供給できるような体制を整えていく必要がある。 

 

(2) その他のインパクト 

以下に示すような正のインパクトが見られた。 

- 天然餌料の活用と発酵米ぬかの利用など環境への正の効果が認められ、ダグパン市の地元紙にと

りあげられるなどして関心が高まった。 

- パイロット養魚家から、自主的にその他の養魚家にプロジェクトが紹介した技術を伝達する動き

がみられた。 

- パンガシナンでは、地方自治体ごとにそれぞれの管轄水域で水質モニタリング活動を実施してい

たが、プロジェクトの水質モニタリング活動を通じて、3 つの自治体が合同水質モニタリング委

員会を設立する予定となっており、自主的に協同して活動を行うようになった。 

- パイロット活動の効果が認識されたことにより、BFAR リージョン III 事務所やパンパンガ、オリ

エンタル・ミンドロの州農業事務所において、活動の拡大のための予算が確保された。 

- NIFTDC において種苗が増産できるようになったことにより、2009 年に自然災害の被害を受けた

パンパンガとパンガシナンの養魚家に対し、種苗を提供することができた。 

- PBDP 以外のふ化場に対しても、NIFTDC からの初期餌料の提供や技術的助言等の支援を行うことが

できた。 

 

4-5  自立発展性 

(1) 政策的側面 

ミルクフィッシュ生産が今後も DA-BFAR の重点課題であり続けることから、政策面での自立発展性は

高いといえる。評価チームが実施した面談調査を通じて、DA-BFAR は、ミルクフィッシュ生産における

ふ化場整備、およびミルクフィッシュ生産の重点地域での地方自治体の普及体制への支援の重要性を表

明している。 

 

(2) 組織的側面 

DA-BFAR は、地方自治体における普及活動の支援を含む水産業振興を担う主たる機関である。その配

下である NIFTDC は、ミルクフィッシュ養殖における技術開発の中核として、また、BFAR 地域事務所は、

担当地域におけるミルクフィッシュ養殖産業の普及活動への協力を行う主要機関として、それぞれ引き

続き機能し続けると考えられる。地方自治体においては、人的資源が限られてはいるが、地方自治法に

基づき、引き続き養魚家への普及活動を行っていくと考えられる。 

 

(3) 技術的側面 

NIFTDC は、ミルクフィッシュ養殖における技術開発の中核として、プロジェクト活動によって技術

を取得したカウンターパートや供与された機材を有効に活用し、プロジェクトが移転した技術を今後も

継続して活用していくことが可能であると考えられる。 

パイロットムニシパリティの普及員も、評価チームが実施した調査において、養魚家に助言を与える

のに十分な技術を習得したと回答している。養殖業はパイロットムニシパリティにおいて主要な収入源

のひとつであり、パイロット養魚家は、プロジェクトが移転した技術を引き続き活用していく意思を示

した。良質なミルクフィッシュの種苗を無理のない価格で養魚家に提供していけるかどうか、および、

普及員が継続して十分な支援を行っていけるかどうかが、養魚家が技術を適用し続けていく上での重要

なポイントとなる。 
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(4) 財政的側面 

ミルクフィッシュ養殖産業の振興がDA-BFARの重点課題であることから、その配下であるNIFTDCは、

今後もふ化場運営・普及活動に対して十分な予算措置が受けられると期待できる。一方、地方自治体に

関しては、パイロット活動拡大のための予算を確保した自治体もあるものの、多くのムニシパリティで

は、通常予算の範囲内で年に一、二回の研修は開催できても、十分なモニタリング活動やパイロット活

動の拡大を行うには困難が伴うと言わざるをえない。プロジェクトが導入した技術のパイロットムニシ

パリティおける更なる普及のためには、普及活動に対する継続的な支援が必要であると考えられる。 

 

4-6  結論 

本プロジェクトは、専門家と、カウンターパートをはじめとする関係者との協力によって、効果的に

実施され、プロジェクト目標を概ね達成することができた。ミルクフィッシュの種苗生産に関しては、

NIFTDC とその他のいくつかの PBDP ふ化場において、ミルクフィッシュの受精卵と種苗の生産量を増加

させることが出来た。また、パイロットムニシパリティでの普及活動に関しては、BFAR 地域事務所や地

方自治体と協力し、研修やパイロット活動を通して普及員・養魚家の技術を高めることができた。上位

目標の達成に関しては、パイロット養魚家の中には収入の向上が実現できた養魚家もいたものの、ミル

クフィッシュの受精卵・種苗の安定的な増産と供給、および養魚家への普及活動に更なる努力が求めら

れる。 
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第 5 章  提言 

(1) DA-BFAR に対する提言 

1) 本プロジェクトは、NIFTDC におけるミルクフィッシュの受精卵と種苗の増産に大きく貢献した。こ

の成果を活用するために、NIFTDC はこの増産体制を維持する必要がある。NIFTDC 周辺地域での種苗

の生産量を増やすため、評価チームは NIFTDC に以下 2 点を提言する。i) リージョン I とその周辺

地域において、PDBP ふ化場の再活性化を図ること。ii) NIFTDC 周辺地域で、バックヤードふ化場（養

魚家レベルの小規模ふ化場）システムを構築すること。このようなシステムは、その他の中央ふ化

場（受精卵を供給できるふ化場）に対しても、よいモデルとなり得ると考えられる。 

 

2) 本プロジェクトは、PBDP ふ化場従事者に対してミルクフィッシュの種苗生産の研修を実施し、その

結果、いくつかのふ化場では種苗の生産量を増加させることができた。しかしながら、その他の多

くのふ化場では、設備の問題、自然災害による被害などにより、種苗の生産を維持することができ

なかった。この状況に鑑み、DA-BFAR に対して、各 PDBP ふ化場のフィージビリティの再調査および

ふ化場開発計画の見直しを提言する。ナウハンふ化場が操業を停止したことから、ミンドロ島にお

ける種苗供給体制の改善は、特に考慮されるべき点である。 

 

3) ミルクフィッシュ産業の開発における課題と今後の見通しを共有する場として、ふ化場情報ネット

ワークの更なる強化が求められる。 

 

4) BFAR 地域事務所は、本プロジェクトが導入した活動を地方自治体が維持していく上で、技術的なサ

ポートと普及活動の支援を行っていく必要がある。 

 

5) DA-BFAR は、地方自治体と協力して、本プロジェクトが作成した技術マニュアルと研修教材の活用

状況のモニタリング・評価を行い、必要に応じて改訂を行っていくべきである。 

 

6) ミルクフィッシュ生産に対する民間投資の活性化、および地方自治体における普及活動の支援のた

めに、政策的環境を整えていくことも重要である。 

 

(2) パイロットムニシパリティに対する提言 

養魚家のミルクフィッシュ養殖技術に関しては、十分なモニタリング活動を通じて本プロジェクトが

導入した活動を維持していくのは地方自治体の役割であると考えられる。また、養魚家同士の間でグッ

ドプラクティスを広めていくことも重要であると考えられる。そのために、州政府や BFAR 地域事務所と

緊密に連携し、プロジェクトが導入した活動の普及に努めることが求められる。 
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第 6 章  教訓 

(1) 自然災害の影響を受けやすいプロジェクトにおいて計画通りプロジェクト活動を遂行するためには、

自然災害を完全に回避することはできないにしても、少なくとも甚大な影響を受けないために、プロ

ジェクト計画の初期段階において対応策を考慮しておく必要がある。また、台風や洪水、その他の偶

発的事故などはプロジェクト実施中いつでも起こりうるものであることから、プロジェクトの活動計

画はそれらに対応して適宜調整していく必要がある。 

  

(2) 本プロジェクトでは、DA-BFAR、BFAR 地域事務所、および地方自治体の養殖普及活動における役割を

計画段階で適切に把握したことにより、パイロット地域での活動においてスムーズな連携がとること

が出来た。このように、関係各機関の役割を把握して適切な連携をとることは、プロジェクトの遂行

において非常に重要であると考えられる。 

 

(3) パイロット地域の選択は、プロジェクト活動のモニタリングおよび諸問題に対する迅速な対応を確保

できることを考慮した上でなされるべきである。本プロジェクトにおけるオリエンタル・ミンドロの

ような、プロジェクトの本拠地から遠い地域をパイロット地域として選択する場合は、プロジェクト

活動を円滑に遂行するための方策を考慮しておく必要がある。 

 

(4) 集約的養殖が広く行われている地域では、養殖普及プロジェクトは環境に配慮した活動を組み込むべ

きである。本プロジェクトにおいては、地方自治体間での合同水質調査活動や、天然餌料の活用を通

じて、環境に対する意識を高めることができた。 
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第 7 章  団長所感 

本プロジェクトの目標は、「プロジェクト対象ムニシパリティにおいて養殖普及体制が機能するようにな

る」であった。プロジェクトは種苗生産と養殖普及の 2 つの大きなコンポーネントに分かれているが、度

重なる台風被害にもかかわらず、それぞれの分野で相応の成果を上げており、プロジェクト目標はお概ね

達成されたと評価される。とりわけ、NIFTDC において種苗生産技術の飛躍的な向上が図られたことは特筆

に価する。このことは、NIFTDC の受精卵と仔魚の生産数を 2006 年と 2009 年で比較することで明らかであ

り、それぞれ 4,322 万から 1 億 1,160 万、207 万から 1,286 万へと増大している。また、養殖普及におい

ては、天然餌料と発酵米ぬかの活用等の技術改善が行われ、地域普及員やパイロット養魚農家への技術指

導が十分行われた。ミルクフィッシュの養殖では総生産費用の 77％を配合餌料代が占めているが（DA-BFAR 

Tabios 次長）、プロジェクトは天然餌料と発酵米ぬかの併用が配合餌料に比しコストを半減させることを

実証している。普及事業においては、その実施主体となっている LGU（地方自治体）の巻き込みに努力し

ており、DA-BFAR の地域事務所との連携も十分取られていたと考えられる。 

他方、プロジェクトの外部条件であった自然災害による被害は甚大で、プロジェクトの効率性と効果を

少なからず阻害した。なかでも、オリエンタル・ミンドロ州の中核施設であったナウハンふ化場の台風被

害はそれを閉鎖に至らしめるほど酷かった。結果、DA-BFAR はミンドロ島での種苗供給体制を見直す必要

に迫られている。また、パンガシンナン州の民間サテライトふ化場においても台風で施設が破壊され、

NIFTDC を中心としたサテライトシステムの構築に支障を来たした。養殖技術の普及においても、台風や高

潮被害はパイロット農家の養殖施設を損壊し養殖魚の逸散が発生した。結果、展示効果の発現が阻まれ、

プロジェクトで導入した改善技術の波及にも負の影響があったと考えられる。 

DA-BFAR は、人口増加に伴い増大するミルクフィッシュ需要の増加への対応を迫られているが、これに

関連して今般の協議の中で 2 つの政策が局長により強調された。第一に、ミルクフィッシュの種苗を安定

的に供給すること、そのためには輸入への依存を低め将来的には種苗の自給体制を築くこと、第二に、台

風ベルトを避けミルクフィッシュ養殖を南方方面で振興すること、なかでもミンドロ島は海路によるメト

ロマニラへのアクセスが大幅に改善されていることから新たな産地形成の候補になっていることである。 

今般の終了時評価を通じて認識されたことは、フィリピン国の政策面で引き続きミルクフィッシュ養殖

に高い優先順位が付けられていることであり、我が国協力においてもまだ多くの余地が残されていること

であった。今回達成されたプロジェクト成果を土台とし、更なる技術協力を上記 DA-BFAR の将来構想に添

った形で実施することは検討に十分値すると思われる1。具体的には、受精卵を生産供給する中核ふ化場

(NIFTDC)と受精卵から仔魚を生産するサテライトおよびバックヤードふ化場とを統合した生産システムの

構築、零細養殖農家を対象とした養成用種苗(10-12cm サイズ)の中間育成の分業化、参加型による養殖場

防波堤の共同造成、餌料コストの更なる低減化、養殖魚の加工・販売流通の改善等が取組むべき課題と考

えられる。また、1991 年の地方自治法により普及行政主体が中央から地方に移管された結果、普及事業が

大きく後退している現状に鑑み、産業振興の観点から普及行政のあり方を問い直す試みとして、DA-BFAR

と地方自治体の連携モデルを構築することも考えられる。 

 

以上 

                                                        
1 同構想を受け、本評価調査終了後、JICA フィリピン事務所を中心に本プロジェクトのフェーズⅡ案件の形成

を試みた。一方、NIFTDC は同時期にミルクフィッシュ加工施設の建設等の事業を進めており、組織キャパシテ

ィーの関係から、同フェーズⅡ案件の早期実施は断念することとなった（2010 年度統一要望調査でのプロポー

ザルは未提出）。 
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付属資料 
 
添付１ 評価グリッド 
添付２ 合同評価報告書 



 

付
属

資
料

：
評

価
グ

リ
ッ
ド
 

 

5
項
目
 

評
価

設
問

 
情

報
源

 
評
価
結
果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

妥
当
性
 

裨
益

者
の

ニ
ー

ズ
と

の
整

合
性
 

対
象

地
域
・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
ニ

ー

ズ
に

合
致
し

て
い

た
か

。
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
で

は
ミ

ル
ク

フ
ィ

ッ
シ

ュ
を

は
じ

め
と

す

る
養
殖
産
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
ふ
化
場
に
お
け
る
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
種

苗
生
産
の
安
定
化
と
養
魚
家
・
地
方
自
治
体
の
普
及
員
の
養
殖
に
関
す
る

ス
キ
ル
・
知
識
の
向
上
を
通
じ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
・
上
位
目
標
の
達

成
を
目
指
す
こ
と
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い

る
。
 

相
手

国
の

開
発

政
策

と
の

整
合
性
 

フ
ィ

リ
ピ

ン
国

の
開

発
政

策
と

整
合

性
が

取
れ

て
い

る
か

。
 

- 
B
FA
R
発

行
の

T
he
 

C
om

pr
eh

en
si
v
e 

N
at

io
na

l 
Fi
s
he

ri
es

 

I
nd

us
tr

y 
De
v
el

op
me

nt
 

P
la

n 

- 
関

係
者

の
意

見
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
、
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
生
産
を
含
む
水
産
業
の
振
興

を
主

要
な

戦
略

の
ひ

と
つ

と
し

て
お

り
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

整
合

す

る
。
 

日
本

の
援

助
政

策
と

の
整

合
性
 

日
本

の
援

助
政

策
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

。
- 
対

フ
ィ

リ
ピ

ン
国

別
援

助

計
画
(
2
0
0
8
年
)
 

日
本

政
府

の
対

フ
ィ

リ
ピ
ン

国
別

援
助
計

画
（

20
08

年
改

定
）

に
お

い

て
、
貧
困
緩
和
が
重
点
分
野
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
目
標
を
通
じ
て
、
上
位
目
標
で
あ
る
養
魚
家
の
生
計
向
上
を
目

指
す
こ
と
は
、
こ
れ
に
貢
献
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

手
段
と
し

て
の

適
切

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ア

プ
ロ

ー
チ

は
対

象
地

域
・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
ニ

ー
ズ

に
対

す
る

効
果

を
あ

げ
る

戦
略

と
し

て
適

切
だ

っ
た

か
。

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
に
基
づ
き
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調

査
に
基
づ
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
州
で
あ
る
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
、
パ
ン

パ
ン
ガ
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ミ
ン
ド
ロ
に
お
い
て
、
地
域
ご
と
の
ニ
ー
ズ

に
あ
わ
せ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
活
動
を
実
施
し
た
。
 

日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

あ
っ

た
か

。
 

- 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

N
IF

TD
C
に

お
け

る
初

期
餌

料
の

安
定

生
産

技
術

・
パ

イ
ロ

ッ
ト

ム
ニ

シ

パ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
発
酵
米
ぬ
か
の
餌
料
と
し
て
の
活
用
な
ど
、
日
本
の

技
術
が
生
か
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

そ
の
他
 

中
間

評
価

以
降

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

と
り

ま
く

環
境
（

政
策

、
経

済
、
社

会
な

ど
）
の

変
化

は
あ

っ
た

か
。

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
養
殖
は
、
中
間
評
価
以
降
も
対
象
地
域
で
の
重
要
産

業
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
 



 

5
項
目
 

評
価

設
問

 
情

報
源

 
評
価
結
果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

有
効
性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目

標
は

達
成

さ
れ

た
か

。
 

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
概
ね
達
成
さ
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
の
指

標
の

う
ち

、
NI
FT

D
C
に

お
け

る
種

苗
の

供
給

量
・

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

期
間

中
の

種
苗

生
産

に
関

す
る

指
標

は
達

成
さ

れ
た

。
ま

た
、

養
魚

家
の

技

術
・

知
識

に
関

す
る

指
標

は
全

て
達

成
さ

れ
た

。
NI

FT
D
C
に

お
け

る
受

精
卵
の
種
苗
の
供
給
量
の
増
加
に
関
す
る
指
標
は
、
未
達
成
で
あ
る
。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

へ
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

（
成

果
）
の
貢

献
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
十

分
で

あ
っ

た
か

。
 

- 
関

係
者

の
意

見
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
、

PD
BP

ふ
化

場
の

ミ
ル

ク
フ

ィ
ッ
シ

ュ
種

苗
生
産

工

程
と
運
営
の
改
善
、
お
よ
び
普
及
員
・
養
魚
家
の
知
識
・
ス
キ
ル
の
向
上

の
二
つ
か
ら
な
る
。
普
及
員
・
養
魚
家
の
知
識
・
ス
キ
ル
の
向
上
は
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
大

き
く

貢
献

し
た

。
P
D
B
P

ふ
化

場
の

い
く

つ
か
が
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
種
苗
の
生
産
を
停
止
し
た
た
め
（
後
述
の
阻

害
要
因
参
照
）、

現
時
点
で
は
、
N
I
F
T
D
C
で
達
成
で
き
た
受
精
卵
・
種

苗

生
産

の
改

善
の

漁
業

家
へ

の
効

果
は

パ
イ

ロ
ッ

ト
漁

業
家

な
ど

限
定

的

で
は

あ
る

が
、

今
後

、
NI

FT
D
C
で

の
受

精
卵

・
種

苗
増

産
の

成
果

を
生

か
し

て
周

辺
地

域
お

よ
び

ミ
ン

ド
ロ

島
で

種
苗

を
増

産
す

る
シ

ス
テ

ム

を
構
築
で
き
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
に
更
に
貢
献
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
 

外
部
条
件

の
影

響
 

外
部

条
件

の
影

響
は

あ
っ

た
か

？
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
を
通
じ
、
台
風
・
洪
水
な
ど
、
度
重
な
る
自
然
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
。
P
D
B
P
ふ
化
場
の
稼
動
に
も
影
響
を
受
け
た
。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

の
阻
害
・

貢
献

要
因

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

の
貢

献
要

因
は

何
だ

っ
た

か
。

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

N
IF

TD
C
に

お
い

て
は

、
初

期
餌

料
の

生
産

安
定

化
・

取
水

設
備

改
善

、

中
間

評
価

以
降

の
専

門
家

派
遣

時
期

の
変

更
（

産
卵

最
盛

期
中

の
派

遣
）・

ふ
化
場
運
営
の
強
化
な
ど
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
活
動
に
お
い
て
は
、
B
FA
R

地
域
事
務
所
・
地
方
自
治
体
の
普
及
員
・
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
協
力

体
制
、
天
然
餌
料
・
発
酵
米
ぬ
か
の
餌
料
と
し
て
の
活
用
の
効
果
が
認
知

さ
れ
た
こ
と
な
ど
。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

の
阻

害
要

因
は

何
だ

っ
た

か
。

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

N
IF

TD
C
に

お
け

る
受

精
卵

の
種

苗
の

供
給

先
と

な
る

べ
き

サ
テ

ラ
イ

ト

ふ
化
場
が
、
台
風
被
害
の
復
旧
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
、
輸
入
種
苗
の
価

格
に
競
合
で
き
ず
に
他
魚
種
に
転
換
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ミ
ル
ク
フ
ィ

ッ
シ
ュ
の
生
産
を
停
止
し
た
た
め
、
受
精
卵
の
供
給
先
を
十
分
に
確
保
で

き
な
か
っ
た
。
 



 

5
項
目
 

評
価

設
問

 
情

報
源

 
評
価
結
果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

効
率
性
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

（
成

果
）

の
達
成

 

ア
ウ

ト
プ
ッ

ト
1
は

達
成

さ
れ

た
か

。
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

1
の
指
標
は
概
ね
達
成
さ
れ
た
。
P
B
D
P
ふ
化
場
従
事
者

の
技

術
・

知
識

の
適

用
、

PB
D
P
ふ

化
場

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

の
開

催
、

N
IF

TD
C

に
お

け
る

ミ
ル

ク
フ

ィ
ッ
シ

ュ
の

受
精
卵

・
種

苗
の
生

産

量
と
生
残
率
の
向
上
に
関
す
る
指
標
は
達
成
さ
れ
た
。
ナ
ウ
ハ
ン
ふ
化
場

の
ミ

ル
ク

フ
ィ

ッ
シ

ュ
種

苗
の

生
産

に
関

す
る

指
標

は
、

20
0
8
年

か
ら

2
00

9
年

に
達

成
さ

れ
た

も
の

の
、

そ
の

後
ナ

ウ
ハ

ン
ふ

化
場

は
台

風
被

害
に
よ
り
操
業
を
停
止
し
た
。
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

2
は

達
成

さ
れ

た
か

。
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

2
の
指
標
は
全
て
達
成
さ
れ
た
。
（
普
及
員
の
技
術
・
知

識
の
適
用
、
養
魚
家
の
技
術
・
知
識
の
向
上
、
養
魚
家
の
意
見
交
換
会
の

開
催
）
 

投
入
の
適

切
さ

 
日

本
人

専
門

家
の

人
数

、
専

門
分

野
、
派

遣

時
期

・
期

間
は

適
切

で
あ

っ
た

か
。

 

- 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

適
切
で
あ
っ
た
。
中
間
評
価
で
指
摘
さ
れ
た
産
卵
最
盛
期
の
専
門
家
不
在

も
、
改
善
さ
れ
た
。
 

供
与

資
機

材
の

種
類

、
量

、
設

置
時

期
は

適

切
で

あ
っ

た
か

。
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

適
切

で
あ

っ
た

。
N
IF

TD
C

へ
の

取
水

パ
イ

プ
の

供
与
に

よ
り

、
取
水

が

安
定
し
、
種
苗
の
増
産
に
貢
献
し
た
。
車
両

2
台
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
活
動

に
有
効
に
使
用
さ
れ
た
。
（
1
台
は
、

2
0
1
0
年

2
月
時
点
で
修
理
中
）
 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

研
修

の
人

数
、
研

修
時

期
・

期
間

、
内

容
は

適
切

で
あ

っ
た

か
。

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

適
切
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
研
修
に

5
名
（
非
正
規
雇
用
者

3

名
含
む
）
、
日
本
で
研
修
に

1
名
が
参
加
し
た
。
研
修
の
成
果
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
や
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
さ
れ
た
。
 

フ
ィ

リ
ピ

ン
側

の
提

供
し

た
施

設
は

適
切

で
あ

っ
た

か
。

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

用
事

務
室

の
提

供
、

NI
FT

D
C
ふ

化
場

施
設

な
ど

、
特

に

問
題
な
し
。
 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
配

置
は

適
切

で
あ

っ
た

か
。

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

9
名
の
正
規
職
員
（
1
名
配
置
転
換
の
た
め
、
の
べ

1
0
名
）
が
カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
と
し
て
配
置
さ
れ
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
従
で
は
な
い
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
は
総
じ
て
協
力
的
で
あ
り
、
大
き
な
支
障
は
な
か

っ
た
。
 

フ
ィ

リ
ピ

ン
側

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
予

算
は

適
切

で
あ

っ
た

か
。

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

予
算
は
確
保
さ
れ
て
お
り
、
概
ね
問
題
な
し
。
 



 

5
項
目
 

評
価

設
問

 
情

報
源

 
評
価
結
果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

（
成

果
）

を
産

出
す

る
た

め
の

活
動

の
適
切
さ

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
を

産
出

す
る

た
め

の
活

動
は

十
分

で
あ

っ
た

か
。

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

活
動

は
十

分
で

あ
っ

た
。

NI
FT

D
C
に

お
け

る
種

苗
生

産
工

程
及

び
ふ

化

場
運
営
の
改
善
、
ふ
化
場
従
事
者
向
け
の
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
・
研
修

実
施

等
の

活
動

は
、

NI
FT

DC
を

は
じ

め
と

し
た

稼
動

し
て

い
る

ふ
化

場

の
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
種
苗
生
産
の
改
善
に
貢
献
し
た
。
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

2
を

産
出

す
る

た
め

の
活

動
は

十
分

で
あ

っ
た

か
。

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

活
動
は
十
分
で
あ
っ
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
活
動
、
普
及
員
・
養
魚
家
向
け
の

研
修
教
材
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
お
よ
び
改
訂
、
研
修
実
施
、
実
施
、
養

魚
家
の
意
見
交
換
会
開
催
等
の
活
動
が
行
わ
れ
、
普
及
員
・
養
魚
家
の
知

識
・
ス
キ
ル
の
向
上
に
貢
献
し
た
。
 

外
部
条
件

の
影

響
 

外
部

条
件

の
影

響
は

あ
っ

た
か

。
 

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

ナ
ウ
ハ
ン
ふ
化
場
が

2
0
0
9
年
に
台
風
被
害
に
よ
り
操
業
を
停
止
し
た
。

ま
た
、
P
D
B
P
ふ
化
場
の
い
く
つ
か
が
、
台
風
被
害
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
生
産
を
停
止
し
た
。
 

イ
ン
パ
ク

ト
 

上
位
目

標
達

成
の

見
込

み
 

上
位

目
標
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

と
し

て
発

現
が

見
込

ま
れ

る
か

。
 

- 
関

係
者

の
意

見
 

現
時

点
で

上
位

目
標

達
成

の
見

込
み

を
判

断
す

る
の

は
時

期
尚

早
で

は

あ
る
が
、
天
然
餌
料
の
活
用
・
餌
料
と
し
て
の
発
酵
米
ぬ
か
の
利
用
な
ど

に
よ
り
、
餌
料
の
経
費
が
約

5
0
%
削
減
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
収
益
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
、
今
後
、
活
動
が
更
に
普
及
し
、

ま
た
、
受
精
卵
・
種
苗
の
供
給
が
安
定
す
れ
ば
、
養
魚
家
の
生
計
向
上
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

。
 

- 
関

係
者

の
意

見
 

上
位
目
標
の
指
標
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
水
産
物
の
売
上
の
増
大
に
つ
い
て

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
も
台
風
被
害
に
よ
り
収
穫
が
損
な
わ
れ
た
例

が
あ
り
、
自
然
災
害
に
よ
る
影
響
に
左
右
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

そ
の
他
の

イ
ン

パ
ク

ト
 

上
位

目
標

以
外

の
正

負
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

生
じ

た
か

。
 

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

天
然

餌
料

の
活

用
と

発
酵

米
ぬ

か
利

用
の

環
境

へ
の

効
果

に
対

す
る

関

心
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
を
通

じ
て
、
3
つ
の
自
治
体
が
合
同
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委
員
会
を
設
立
し
、

自
主
的
に
協
同
し
て
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か

の
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
み
ら
れ
た
。
 

自
立
発
展

性
 

政
策
・

組
織

面
 

D
A
-
B
F
A
R
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
ミ

ル
ク

フ
ィ

ッ
シ

ュ
生

産
を

振
興

し
続

け
る

か
。

 

- 
B
FA
R
発

行
の

T
he
 

C
om

pr
eh

en
si
v
e 

N
at

io
na

l 
Fi
s
he

ri
es

 

I
nd

us
tr

y 
De
v
el

op
me

nt
 

P
la

n 
 

- 
関

係
者

の
意

見
 

ミ
ル

ク
フ

ィ
ッ

シ
ュ

生
産

は
今

後
も

D
A-

BF
A
R
の

重
点

課
題

で
あ

り
続

け
る
と
考
え
ら
れ
る
。
評
価
チ
ー
ム
が
実
施
し
た
面
談
調
査
で
も
、
国
内

で
の
種
苗
生
産
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
 



 

5
項
目
 

評
価

設
問

 
情

報
源

 
評
価
結
果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

D
A-
BF
AR
/N
IF
T
DC

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了

後
も

活
動

を
実

施
す

る
組

織
能

力
は

あ
る

か
。

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

D
A
-
B
F
A
R
は
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
普
及
活
動
の
支
援
を
含
む
水
産
業

振
興
を
担
う
主
た
る
機
関
で
あ
る
。
そ
の
配
下
で
あ
る

N
I
F
T
D
C
は
、
ミ

ル
ク

フ
ィ

ッ
シ

ュ
養

殖
に

お
け

る
技

術
開

発
の

中
核

と
し

て
引

き
続

き

機
能
し
続
け
る
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
全
員
正
規
職
員

で
あ

り
、

引
き

続
き

配
置

さ
れ

る
見

込
み

が
高

い
。

BF
A
R
地

域
事

務
所

は
、
担
当
地
域
に
お
け
る
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
養
殖
産
業
の
普
及
活
動
へ

の
協
力
を
行
う
主
要
機
関
と
し
て
、
引
き
続
き
機
能
し
続
け
る
と
考
え
ら

れ
る
。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
は

、
確

保
さ

れ
て

い
る

か
。

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

N
IF

TD
C
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
へ

の
コ

ミ
ッ

ト

メ
ン
ト
は
総
じ
て
高
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に
活
動
を
継
続
し
て
行

く
意
欲
も
高
い
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
活
動
は
、
地
方
自
治
体
の
普
及
員
と
共
に

実
施
し
て
お
り
、
ム
ニ
シ
パ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
多
少
差
は
あ
る
も
の
の
、

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
総
じ
て
高
い
。
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
ム

ニ
シ

パ
リ

テ
ィ

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
活

動
を

実
施

す
る

組
織

能
力

は
あ

る
か

。
 

- 
関

係
者

の
意

見
 

人
的
資
源
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
は
あ
る
が
、
地
方
自
治
体
は
普
及
活
動

を
任
務
と
し
て
お
り
、
引
き
続
き
養
魚
家
へ
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
く

と
考
え
ら
れ
る
。
 

財
政
面
 

D
A-
BF
AR
/N
IF
T
DC

に
お

い
て

、
活

動
を

継

続
す

る
予

算
は

確
保

さ
れ

る
か

。
 

- 
関

係
者

の
意

見
 

ミ
ル

ク
フ

ィ
ッ

シ
ュ

養
殖

産
業

の
振

興
が

DA
-B

FA
R
の

重
点

課
題

で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
配
下
で
あ
る

N
I
F
T
D
C
は
、
今
後
も
ふ
化
場
運
営
・

普
及
活
動
に
対
し
て
十
分
な
予
算
措
置
が
受
け
ら
れ
る
と
期
待
で
き
る
。

B
FA

R
地

域
事

務
所

で
は

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

活
動

拡
大

の
予

算
を

既
に

確
保

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
ム

ニ
シ

パ
リ

テ
ィ

に
お

い
て

、

活
動

を
継

続
す

る
予

算
は

確
保

さ
れ

る
か

。

- 
関

係
者

の
意

見
 

普
及
活
動
を
遂
行
す
る
た
め
の
通
常
予
算
の
割
り
当
て
は
見
込
め
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
ム
ニ
シ
パ
リ
テ
ィ
で
は
、
年
に
一
、
二
回
の
研
修
実
施
が
可
能
で

あ
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
活
動
の
更
な
る
拡
大
に
関
し
て
は
、
州
レ
ベ
ル
で
は

予
算
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
多
く
の
ム
ニ
シ
パ
リ
テ
ィ
で
は
、

予
算
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
 

技
術
面
 

N
I
F
T
D
C
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

導
入

し
た

技
術

を
適

用
し

続
け

ら
れ

る
か

。
 

- 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

N
IF

TD
C
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

は
、

ふ
化

場
担

当
者

・
普

及
活

動
担

当

者
共
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
導
入
し
た
技
術
を
十
分
に
適
用
し
て
お
り
、
今

後
も
適
用
し
続
け
ら
れ
る
見
込
み
が
高
い
。
 



 

5
項
目
 

評
価

設
問

 
情

報
源

 
評
価
結
果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
ム

ニ
シ

パ
リ

テ
ィ

の
普

及

員
・
養

魚
家

は
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
導

入
し

た
技

術
を

適
用

し
続

け
ら

れ
る

か
。

 

- 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

 

- 
関

係
者

の
意

見
 

普
及
員
は
総
じ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
導
入
し
た
技
術
を
習
得
し
、
養
魚

家
に

十
分

な
助

言
が

与
え

ら
れ

る
と

回
答

し
て

い
る

。
N
IF

TD
C
・

BF
AR

地
域
事
務
所
の
サ
ポ
ー
ト
も
期
待
で
き
る
。
 

資
機

材
の

維
持

管
理

は
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

か
。

 

- 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

 

関
係

者
の

意
見

 

資
機
材
は
適
切
に
使
用
さ
れ
、
今
後
の
維
持
管
理
に
も
特
に
問
題
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
 

普
及

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

は
構

築
さ

れ
て

い
る

か
。

 

- 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

 
地
方
自
治
法
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治
体
は
普
及
活
動
を
行
う
こ
と
が
任
務

と
さ
れ
て
い
る
。
N
I
F
T
D
C
/
B
F
A
R
地
域
事
務
所
も
、
普
及
活
動
の
サ
ポ
ー

ト
が
業
務
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
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